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ている。Davis は Hoffman などの理論を基に，人間の共感が喚起される現象
について典型的なエピソードを想定することで，共感の構造や，反応の違いを

















































van Hulle, Robinson, & Rhee, 2008 ; Roth-Hanania Davidov, & Zahn-












いという結果が示されている（Zahn-Waxler, Radke-Yarrow, Wagner, &










Robinson, 2004），母親の情動的有用性（Moreno, Klute, & Robinson,
2008），母親の共感（Zahn-Waxler & Radke-Yarrow, 1990）など，共感の個
人差の要因となるような養育環境が明らかになっている。また，後の問題行動
との関連（Hastings, Zahn-Waxler, Robinson, Usher, & Bridges, 2000 ;
















































































Wied, Goudena, & Matthys（2005）が，破壊的行動障害（disruptive be-
havior disorders ; DBD）と診断された 8～12歳児の男児と統制群の男児に
対し，様々な情動を喚起するような映像を複数見せ，観察された反応を評定す
るといった Picture-Story 法による比較を行っている。その結果，DBD の男
児は悲しみや怒りなどに対しては統制群と比較して共感的な反応が少ない一方
で，他者の幸福に対しては統制群と同程度共感的に反応した。一方で，正の共




また，Sallquist et al.（2009）は子どもの 3歳時と 4歳時において，保護
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